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『教養と図書館』  
 

 
 

教養と図書館のいずれにも縁遠い⼈⽣を送って
きてしまいました。それへの後悔の気持ちを込め
て書いています。 

弘前に来てから、思い切ってお茶を習うことに
しました。前から多少興味はありましたが、習い始
めてみると幅広い教養が必要であることに気づか
されます。お茶では、⼿前の所作を覚えることも必
要ですが、むしろ、喫茶をとりまくしつらえの全体
が重要とされています。例えば、茶席に掛ける軸、
花、道具の取り合わせといったものですが、季節は
もちろんのこと、茶席の趣旨などに応じて考える
必要があり、そこに込められた亭主の意図を客が
理解しての会話のやりとりが醍醐味ということに
なります。掛軸⼀つとってみても、禅語からくるも
のであれば、まずその知識が必要であり、またそも
そも判読できないといけません。ということで、い
ろいろと勉強を始めたわけですが、⾃⾝の基本的
な教養のなさに改めて気づかされます。 

教養は、こうした私的⽣活⾯を豊かにしますが、
社会的にもますます重要になっていると考えます。
最近は世界的に社会全体が順調ではなく、政治や
企業経営などの⾯における舵取りが難しくなって
きていますが、そうした時にこそ、トップとしての
判断には教養の裏付けが求められるはずです。ま
た、社会全体に教養がおろそかになれば、その発展
は望めないでしょう。 

現在では、ICT の発展により、様々な情報を得る
ことが容易になっていますが、情報量が多過ぎて
質的にも⽟⽯混淆という問題を抱えています。本
やその集まりである図書館はネットに⽐べて旧来
型の⼿法ではありますが、出版というスクリーニ 

 
 
 

ングを経ていることもあり、本から得られる情報
には⼀定の質の⾼さがあると思われます。また、パ
ラパラと概観する、隣にあるものもついでに⼿に
してみるといった点では、本や図書館の⽅がまだ
まだ優れています。ネットは広範な検索と情報⼊
⼿の即時性に圧倒的な⼒を発揮しますが、深みや
広がりにおいては、まだ本や図書館の優位性があ
りそうです。ですから、特に若い学⽣の皆さんには、
在学中に図書館で多くの時間を過ごしてもらいた
いと思います。 

図書館は古くから、知識を集めることにより、結
果として社会の教養を⾼めてきたわけですが、こ
れからの図書館には、より積極的に教養を⾼める
ための役割を果たしてもらいたいと思います。お
茶の話に戻りますが、茶席に活ける花は花屋にあ
るようなものと違って名前を知らないようなもの
が多くなります。最近、スマホで花の写真を撮ると
画像解析して名前の候補を提⽰してくれるという
アプリを⾒つけました。なかなかの精度です。ICT
の恩恵ですが、⽇本で開発されたものでないため
に、和名に弱いところがあったりします。また、古
⽂書の写真から何という漢字かを判読するサイト
も⾒つけましたがまだまだ実⽤的ではないようで
す。こうしたものが⼿軽になれば、教養を⾼めるこ
とに役⽴つことは間違いありません。技術的には
⼗分可能なので、要はどこかが中⼼となって取り
組むかどうかということかと思います。⽂化庁と
いうより、全国の図書館、中でも⼤学図書館が、社
会の教養を⽀え⾼めるという新しい使命をもって、
その活動範囲を拡げていく⽅が楽しい結果を⽣む
ような気がします。 
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